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直方市 教育大綱 

 

          

～新しい時代をたくましく生き抜く人づくり～ 

教育を取巻く状況 

  

世界は今、グローバル化や人工知能、情報通信技術などの加速度的な進展によ

り、これまでの固定観念は根底から覆され、今後の社会の変化は予想することも

困難なものとなっています。今後の社会は、これまでの社会の延長線上にはない

ものと認識する必要があります。 

 また我が国においては、人口減少や少子・高齢化、労働力の確保や地域経済の

衰退など多くの社会的課題が重なり、閉塞感が漂っています。本市も例外ではあ

りません。これらの課題への対応や解決はこれまでの考え方や手法では不可能で

す。これからの地方自治体には、慣習や常識にとらわれない、新たなビジョンや

戦略が求められます。 

 その重要な戦略の柱の一つが、「人づくり」だと考えます。未来を見据え、自ら

の人生を切り拓き、よりよく自己実現を果たす力を持つ人づくりが、直方市の未

来を切り拓いていく力となるものと確信します。そこで、これまでの手法や慣習

にとらわれない教育の改革、そのための投資が必要になります。 

 21 世紀の社会をたくましく生き抜く子どもを育てるための教育環境、そして子

育て環境の充実、また個人がよりよく自己実現を果たすための生涯学習社会の構

築など、本市の発展に向けた様々な施策を推進する必要があると考えています。 

 何もかも新しいことを目指すということではありません。研ぎ澄まされた感覚

で時代の変化を敏感に察知し、変わるべきものと、どのように時代が変わろうと

も変わらないものを見極めることも重要です。 

 そこで、これからの本市の教育の方向性と方針を指し示す「直方市 教育大綱」

を定めました。 

 まず、全体を貫く大きなテーマは「未来を拓く」です。これから大きく変化し

続けていく新しい時代にあって、たくましく生き抜く力を持つ人づくりを進め、

直方市民と直方市の未来を切り拓いていきたいと考えています。 

 このテーマのもと、「めざす市民像」そして「基本方針」を定めています。 

そして、この教育大綱が今後実際に取り組む「直方市教育施策」へと繋がって

いきます。 
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めざす市民像 

 
○主体的に学び続け、創造的な発想で未来を拓く市民 

 
○多様な価値観を尊重し、異なる文化に生きる人たちと協働して未来を拓く市民 

 
○自立した人間として、自身の可能性を信じ、未来を拓く市民 

 
 

基本方針 

 
１．時代の変化を見据えた教育への変革と推進 

正解のない問いや自ら設定した課題に挑戦すること、さらには、学問分野を

超えて、知識をさまざまな状況の中で創造的に活用できる力を育成する教育を

目指します。 

 
２．可能性を引き出し、才能を伸ばす教育の推進 

確かな学力、豊かな人間性、健康な体と体力を育むとともに、個人の可能性

を最大限ひきだす教育を目指します。 

 
３．文化を尊重し、国際性と豊かなコミュニケーション力を育む教育の推進 

郷土の歴史と文化に対して誇りと愛着を持つとともに、異なる文化を尊重す

る市民を育成します。 

 
４．すべての人の幸せをかなえる教育の推進 

自分の可能性を信じ、夢に向かって一生懸命努力する市民を、温かく応援す

る教育を目指します。 

 
５．よりよい自己実現をめざし、生涯学び続ける力を育む教育の推進 

だれもが、いつでも、どこでも学びつづけることができる環境づくりを進め

ます。 

 
 

令和２年２月１２日 策定 
                          

                       直方市長 大 塚 進 弘 


